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Dilation とは Erosion とは逆に対象画像の外側をなぞって膨
張させる操作である．Opening は Erosion で収縮を行ったあ
と，Dilation で膨張を行う操作で，処理画像の大きさは原画像
と同じだが，構造要素の形状，大きさによって，外方に飛び出
したエッジが検出される．Closing は Opening とは逆にDila-
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